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電子工作オープンラボ 組込みの里  

中華市場に出回っている教材 6 石ラジオキットです。電池が UM1 × 1 になっていることが特徴で

すね。部品は高周波にちなむものと低周波のものとに分かれますが、部品点数は、結構なボリューム

となります。 

はんだ付け初心者の方には、ちょっと練習をしてもらった上で取り組んでもらうことが必要でしょ

う。不慣れな人には、ネットに分かりやすい漫画説明「はんだづけなんて簡単だ」i がありますので勉

強してください。部品個々に極性のあるものがありますので間違わないようにしましょう。組み立て

には 4 時間程度で終わると思います。使用する半田は鉛入り 電子工作用 をお勧めします。 

同梱されているものは、以下のようなものです。この説明書の URL を QR コードにしたものをこ

ちらでは同封しています。メーカーのサイトには中国語で書かれた製作教程がありますが、この説明

書はそれを翻訳しつつ実際に組み立てて調整をした経緯も含めてまとめてあります。トラッキング

調整などについてはメーカーサイトでは触らないようにと書かれています。 



 
図 1  KX168 キットの中身  

  

  



 
図 3  KX168 基板パターン面から部品を透視 

  

  
図   2     KX168 回路図     

  



表 1  KX168 部品表 

部品名  規格  数量    チェック 

トランジスタ（BG1,BG2)  9018H  2    

トランジスタ（BG3)  9018F  1    

トランジスタ（BG4)  9014D  1    

トランジスタ（BG5,BG6)  8050D  2    

ダイオード (D1,D2)  1N4148  2    

バーアンテナ（L1) フェライトとコイル  コアとコイルがあります。  1    

局発コイル(L2) 黒 １   

中間周波トランス(B1,B2)  赤、白 2 (各 1)   

入力トランス（B3)  青  1   

出力トランス（B4)  赤  1   

スピーカ（BL)    1   

抵抗 (R1)  100kΩ 茶黒黄  1   

抵抗（R2,R7）  560Ω  緑青茶  2   

抵抗（R3）  47kΩ 黄紫橙  1   

抵抗（R6）  56kΩ 緑青橙  1   

抵抗（R4)  15kΩ 茶緑橙  1   

抵抗（R5)  100Ω 茶黒茶  1   

抵抗（R8)  430Ω 黄橙茶  1   

ボリューム（RP) スイッチ付  5kΩ  1    

電解コンデンサ(C5,C7,C8)極性あり  1uF  3   

電解コンデンサ (C4) 極性あり  100uF  1    

電解コンデンサ (C13) 極性あり  470uF  1    

セラミックコンデンサ（C2,C6)  223(0.022uF)  2    

フィルムコンデンサ（C3)  103(0.01uF)  1    

セラミックコンデンサ（C9)  271(2700pF)  1    

セラミックコンデンサ（C10,C11,C12)  333(0.033uF)  3    



ポリバリコン（C1)  220pf(二連)  1   

ケース  上(赤)、下(黒)  2(各 1)   

選局ダイヤルカバーシート  数字記載テープ付き  1    

選局ダイヤル指示針シール  丸い白地に赤線  1    

パリコンダイヤル  大  1   

ボリュームダイヤル  小  1   

アンテナ押さえ部品 樹脂  乳白  1   

電池金具    2(各)   

リード線  赤 1(長)、黒３(短)  4   

バリコン固定ねじ    2   

ボリュームダイヤル固定ねじ    1   

選局ダイヤル固定ねじ    1   

ケース固定ねじ    1   

  

キット作成では員数確認は重要です。員数不足、品種違い、部品不良は結構な頻度で私も経験して

います。不足部品のうち、トランジスターは次のような国産の相当品が使えます。ただし、足の配置

が違いますので、その都度確認してください。現在は Amazon で海外トランジスタもそのまま購入

できます。メルカリでこちらからお求めの場合は、ご連絡ください。購入時点の早い段階ですとメル

カリでやり取りできます。  

  

表２ 相当トランジスタ一覧  

海 外 

(EBC)  

日本製相当品(ECB)  HFE  Ft  Vce  Ic  

(mA)  

9018H  2SC535  54~80  1.1GHz  30  20  

9018F  2SC1815 

GR  

200~  270MHz  50  150  

9014D    400-

1000  

60MHz  50  50  

8050D  2SC2274 ,2SC1317  144~202  200MHz  30  500  

 

  



下記は員数確認のポイントです。 

1) 部品表通りに数量がありましたか 

2) 品種違いはありましたか 

3) 中間周波トランス B1,B2 の中点の導通確認をしましょう。目視でも結構です。ときどき 以下

のような不良があります。左側良品、右側不良です。テスターで確認してもらい中点側の両端と

の導通があれば OK です。トランスの部品自体はディップメータなどで共振周波数の確認はさ

れているようなのですが、中点の接触導通確認までは出来ていないようです。 

  
図 4 中間周波数トランスの不良について 

 

局部発振用コイル L2(黒)は、シールドカバーがかかっていて、他の中間周波トランス B1(赤)、

B2(白)と似ていますが内部結線が異なりますので、事前に導通確認する場合にはご注意くださ

い。 

 

L2 局発コイル 

 

B1 中間周波トランス 

 

B2 中間周波トランス 

     

  

4) バーアンテナの引き出し線確認、三本で(無着色、青マーク、赤マーク)  

  

使用するはんだは、間違いが少ないので作成の観点からは鉛入り半田をお勧めします。最近の

鉛フリーの半田は、高温設定にしないといけませんし、高価な温度調整付の鏝を用いないとこて

先も酸化しやすいです。いずれにしても鉛フリーを使ったとしても、毒性がないわけではありま

せん。半田付け作業のあとには手洗いを励行しましょう。基板には、シルクで部品指示がありま

すので、これに従って背の低い部品から順次実装していきます。抵抗はカラーコードで記載され

ていますので、モノづくりにこだわりのある人は実装方向を整えたりしてください。具体的には、

金色や銀色で誤差表示があるのを右側に配置するようにします。  



  



     



  
  

  



   
  

  
  



  
  

 



  
  

  



  

バリコン、ボリュームにはそれぞれダイヤルを取り付けますが周囲に出ているバリなどをニッパーで

切り取り成型しておきましょう。ボリュームのダイヤルは中心のホールが開いていないものもあり ま 

し た の で 、 そ の 場 合 は ド リ ル か キ リ な ど で 加 工 し て お き ま し ょ う 。  

  
   

スピーカーの取り付けには接着剤を使います。ホットボンドで止めるか、スピーカ周囲に接着剤を塗

りケースに固定します。  

  

  

  



電源配線赤と電池プラス

端子を半田付け  

電源配線黒と電池マイナ

ス端子を半田付け  

  

  

   

ここから調整作業です。  

  

1) ケースに組み込んで調整をしますので、バリコンについているダイヤルを右に回しきってくださ

い。その状態でダイヤルに指示針のシールの向き写真のように貼ります。ケースに基板を入れて

準備です。  

 

  

  



  
  

出来上がりはこんな形です。  

  
  

  



  
  

中間周波トランス 

(黒)の調整には、調整用ドライバもしく調整棒が必要になります。鉄心のコアを調整するのは、影

響を受けてしまうので普通の鉄のマイナスドライバーでは出来ませんので、竹の割箸などで作って

いただければと思います。写真に双方を示します。市販の調整用ドライバーと左端が竹製の自作

 品 で す 。  



  
  

  

 図 5  調整棒  

  

お勧めはしないと書かれていたトラッキング調整の方法  

  

まずは、お住まいの地域の AM ラジオ放送局の周波数を調

べていただき低い周波数の放送局と高い周波数の放送局とを

調べていただきます、私が週末住んでいる、千葉県木更津では

地元にニッポン放送 1242kHz が強力な電波を出しています

ので、高い周波数はこれを選択しました。低い周波数は、 NHK 

第一放送局が 594KHz ですので、こちらを選択いたしました。ネット上にラジオ放送局を知らせる

サイト ii がありましたので、こちらをご利用してください。あるいは、新聞にラジオ番組表が載ってい

るかも知れません。以下は皆さんの状況に合わせて読み替えてください。  

  

1) NHK 第一放送の目盛り（594kHz）にダイヤルを合わせ、黒い中間周波数トランス（L2）を回し

て音量（受信感度）が最大になる様にする。  

2) ニッポン放送の目盛り（1242kHz）にダイヤルを合わせ、バリコン橙のマイナスネジ（（トリマーコ

ン）を回して音量（受信感度）が最大になる様にする。  

3) 1), 2)を繰り返してダイヤル表記が近い状態になるように追い込む。  

4) 高い周波数の局でバリコン緑のマイナスネジ（（トリマーコン）を回して音量（受信感度）が最大に

なる様にする。  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

  



5) その周波数のままで、赤い中間周波数トランス（B1）を回して音量が最大になる様にする。  

6) 白い中間周波数トランス（B2）を回して音量が最大になる様にする。  

7) さて、ここまでの調整でラジオはすっかり完成となりました。  

  

  

  

  

  

  
  



  
  



 
i[はんだづけなんて簡単だ] http://mightyohm.com/files/soldercomic/translations/FullSolderComic_JP.pdf 
iihttp://radiotuner.jp/am_index.html  

組み立てた後で、部品不足、補修などのお問い合わせは左記の QR

コードでメールをお送りください。 

  
  


